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主任手当拠出の取り組みについて

新型コロナウィルス感染防止対策に追われ、いつもより気を遣いながら、慌しく新年度をお迎えのことと存じます。今年度１年間よろしくお願いいたします。

長野高教組では、民主的な学校運営をすすめ、すべての教職員が団結することのできる職場づくりを目指して、制度化主任制度に反対し、「主任手当の拠出」に取り組んできました（別紙討議資料参照）。この取り組みは1978年に始まり、大変長い歴史を持っています。2019年度会計では270名の主任の皆様から総額で417万3400円を拠出していただきました。
　各分会におかれましては、その取り組みの意義を改めてご確認いただき、１人でも多くの方にご協力をいただけます様、以下の取り組みをお願いいたします。

記

１．職場会等で、同封の職場討議資料（主任手当拠出の経過と意義について）を読み合わせるなど学習を深め、主任手当拠出の取り組みについての経過と意義を確認してください。

２．主任の先生(組合員、未組合員を問わず)に、別紙「主任手当拠出のお願い」と「主任手当拠出の経過と意義について」を手渡ししながら、理解と協力を訴えてください。

３．具体的な実務について

（１）主任手当の拠出を承諾された方に、６月給与から翌年の３月給与まで11回(12月は２ヶ月分)にわたり給与から引き去らせていただくことをお伝えください。

（２）引き去り額は、月1,400円（100円×20日×0.7）です。
（３）この算定は、主任手当支給日数を年間220日としたものです。
（４）｢主任手当拠出者報告書」に必要事項を記入し、以下の方法で４月２４日（金）までに本部へ送付してください。

◎手渡し（評議員会→執行委員→本部）　◎郵送

◎FAX：026-234-2219

◎e-mail添付：naganokokyoso@educas.jp
（５）今回同封した書類は以下のとおりです。（不足分は増し刷りしてください）

①「主任手当拠出のお願い」・・・・・・・・・・・主任数＋若干枚

②「主任手当拠出の経過と意義について」・・・・・主任数＋若干枚

③「主任手当拠出者報告書」・・・・・・・・・・・１枚

　<<裏面あり>>

４．損失分の返金

主任手当の年間支給日数が220日を下回り、引き去り額の合計が超過した場合は、超過分を返金いたします。2021年3月末までに申請してください。

５．分会独自の取り組みをされる場合

上記の方法によらず、分会独自で給与から引き去るなどの方法を継続される場合は、その旨を本部までお知らせください。

６．呼びかけの対象となる主任
以下を参考に拠出の協力を呼びかけてください。

	◇主任手当が支給される主任

①教務主任、②学年主任、③生徒指導主事、④進路指導主事、⑤学科主任(職業科・専門科（理数・国際等含む）の学科)、⑥農場主任

ただし、３学級未満の学校（閉校・閉科等にともなうもの）に置かれる③④⑤⑥、並びに、３学級未満の学年に置かれる②は除きます。

☆２つの主任を兼務しても手当額は１主任分しか支給されません。（100円／日）


ご質問等がありましたら、本部書記局（Tel.026-234-2216　Fax.026-234-2219）財政担当までお問い合わせ下さい。

